
昭 和43 年8 月5 日区 の お 知 ら せ

区 のお知らせ

第199 号( 1)

足 立 区

企 画 室
( 882) 1111

消 費 者 相 談 案 内

みなさんがお買いになった商品

で、品質の表示 と中味が違ってい

たり、量が少なかったりしたとき

は、経済課商工係へおいでくださ

い。午前9 時 ～午後4 時、土曜日
は午前中。 内線332 ～6

人 口 調 べ

( 昭和43年7 月1 日現在)

世帯数　　163, 542

男　　　275, 484

女　　　262, 807
計　　　538, 291

( 前月より778人 の増)

200
円

の掛 金で500, 000円支 給
十
月
一
日
か
ら

交
通
共
済
制
度
が
発
足

交
通
事
故
に
備
え
て
加
入
を

こ
と
し
の
十
月
一
日
か
ら
「
交
通
災

害
共
済
制
度
」
が
発
足
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
あ
ら
が
じ

め
一
人
二
百
円
の
掛
金
を
払
っ
て
お
く

と
、
交
通
事
故
で
、
死
亡
や
ケ
ガ
し
た

と
き
、
そ
の
程
度
に
よ
り
最
高
五
十
万

円
の
見
舞
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の

で
す
。
こ
の
場
合
の
「
交
通
事
故
と
は

自
動
車
、
バ
イ
ク
、
電
車
、
船
、
飛
行

機
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
を
い
い
、
被

害
を
受
け
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

の
過
失
に
よ
る
場
合
で
も
見
舞
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
い
れ
る
か
た
は
、
二

十
三
区
内
に
住
ん
で
い
て
、
区
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
(
外
国
人
の
場
合
は

外
国
人
登
録
)
さ
れ
て
い
れ
ば
、
年
齢

に
関
係
な
く
、
だ
れ
で
も
O
K

。

こ
れ
に
は
、
十
月
一
日
以
後
い
つ
で

も
加
入
で
き
、
有
効
期
間
は
、
加
入
し

た
日
か
ら
一
年
間
。

加
入
す
る
に
は
、
自
動
発
売
機
に
二

百
円
を
入
れ
、
出
て
き
た
用
紙
に
名

前
、
住
所
な
ど
を
記
入
し
、
半
片
を
機

械
に
投
げ
入
れ
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。

こ
の
自
動
発
売
機
は
、
区
役
所
や
出
張

所
に
置
く
予
定
で
す
。

そ
の
他
細
い
こ
と
は
、
本
決
り
に
な

り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

交
通
災
害
共
済
制
度
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
区
民
課
相
談
係
(
内
線

三
〇
八
)
へ
ど
う
ぞ
。

≪共
済
見
舞
金
額
≫

死
亡
…
…
…
…
…
…
…
…
五
十
万
円

全
冶
六
月
以
上
の
傷
害
…
…
十
万
円

全
冶
三
月
以
上
の
傷
害
…
…
五
万
円

全
冶
一
月
以
上
の
傷
害
…
…
二
万
円

全
冶
一
週
間
以
上
の
傷
害
…
五
千
円

全
治
一
週
間
未
満
の
傷
害
…
二
千
円

災害は、いつおこ るかわからない

中
部
福
祉

事

務
所

竹
の
塚
分
室
を
開
設

区
で
は
、
竹
の
塚
を
中
心
と
し
た
地

域
の
発
展
に
伴
い
、
こ
の
地
区
の
住
民

の
み
な
さ
ん
の
、
利
便
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
中
部
福
祉
事
務
所
の
分

室
を
設
け
ま
し
た
。
場
所
は
、
区
第
十

六
出
張
所
内
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
―

一
七
　
東
武
線
竹
の
塚
駅
東
口
か
ら
徒

歩
五
分
、
駅
前
通
り
)
で
、
電
話
は
、

八
八
三
―
六
八
〇
〇
番
で
す
。

八
月
一
日
以
後
、
次
の
町
区
域
の
か

た
の
ほ
と
ん
ど
の
福
祉
事
務
は
、
こ
の

竹
の
塚
分
室
で
お
取
り
扱
い
し
て
い
ま

す
。

◇
東
伊
興
町
、
西
伊
興
町
、
伊

興
町
(

本
町
・
諏
訪
木
・
大
境
・
見
通
・
前

沼
・
五
庵
・
狭
間
・
白
幡
・
谷
下
・
番

田
・
京
伝
)
、
六
月
町
、
六
月
一
～
二

丁
目
、
竹
塚
町
・
竹
の
塚
一
～
七
丁
目

・
保
木
間
町
・
西
保
木
間
一
～
四
丁
目

・
保
塚
町
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
分
室
ま
た
は
中

部
福
祉
事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

敬
老
金
を

さ
し
あ
げ
ま
す

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
み

ん
な
で
長
寿
を
祝
い
、
感
謝
の
気
持
で

お
年
寄
り
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

都
と
区
で
は
、
こ
の
日
に
毎
年
「
敬

老
金
」(
二
千
円
)
を
さ
し
あ
げ
て
い

ま
す
。
今
回
対
象
と
な
る
か
た
は
、こ

と
し
の
九
月
十
五
日
現
在
で
、
満
七
十

五
歳
以
上
(
明
治
二
十
六
年
九
月
十
六

日
以
前
に
生
ま
れ
た
か
た
)
で
、
一
年

以
上
都
民
と
し
て
住
ん
で
い
る
か
た
で

す
。こ

の
資
格
が
あ
っ
て
、ま
だ
、区
役
所

か
ら
通
知
の
き
て
い
な
い
か
た
は
、
至

急
福
祉
課
(
内
線
三
六
四
～
五
)
・
ま
た

は
民
生
委
員
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
を

八
月
は
暑
い
盛
り
の
た
め
、
病
気
や

事
故
も
多
い
時
期
で
す
。
そ
れ
だ
け
輸

血
用
の
血
液
も
多
く
必
要
に
な
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
血
液
が
足
り
な
く
て
困

っ
て
い
ま
す
。
尊
い
人
命
を
救
う
た
め

あ
な
た
も
献
血
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

日
赤
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
、
あ

た
の
お
近
く

に
、
移
動
採
血
車
を
お

回
し
し
ま
す
。

▽
八
月
九
日
(
金
)
江
北
小
学
校
　

▽
十
六
日
(
金
)
栗
島
小
学
校
　
▽
二

十
日
(
火
)
興
本
小
学
校
　
▽
二
十
二

日
(
木
)
高
野
小
学
校
　
▽
二
十
三
日
(

金
)
北
三
谷
小
学
校
　
▽
二
十
六
日
(

月
)
弘
道
第
一
小
学
校
。

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午

後
三
時
ま
で
。

10月1日から

飛
び
番
地
も
す
っ
き
り

平
野
一
・
二
・
三
丁
目
誕
生

十
月
一
日
か
ら
、
東
島
根
町
・
東
栗

原
町
・
小
右
衛
門
町
・
六
月
町
・
竹
塚

町
の
一
部
区
域
に
住
居
表
示

を
行
な

い
、
町
名
を
平
野
(
ひ
ら
の
)
一
丁
目

・
平
野
二
丁
目
・
平
野
三
丁
目
と
し
ま

す
。こ

の
地
域
の
ご
家
庭
に
は
、
八
月
下

旬
ご
ろ
区
か
ら
新
し
い
住
居
番
号
を
お

知
ら
せ
し
、
案
内
図
や
必
要
な
手
続
き

の
し
か
た
を
書
い
た
チ
ラ
シ
も
お
届
け

し
ま
す
。
ご
自
分
で
な
さ
る
手
続
き
(

免
許
証
の
書
き
替
え
な
ど
)
は
お
忘
れ

な
い
よ
う
に
。

こ
の
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
町
境
が
入

り
組
み
、
飛
び
番
地
の
多
い
場
所
の
一

つ
で
し
た
が
、
新
住
居
表
示
に
よ
り
す

っ
き
り
と
、
わ
か
り
よ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
「
平
野
」
と
い
う
町
名
の
由

来
は
、
こ
の
あ
た
り
が
も
と
梅
島
村
大

字
栗
原
の
う
ち
、
字
平
野
(
通
称
平
野

耕
地
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
を
採
っ
た

も
の
で
す
。

今
回
の
実
施
面
積
は
、
平
野
一
丁
目

〇
・
一
八
、
同
二
丁
目
〇
・
一
一
、
同

三
丁
目
○
・
一
六
、
合
計
〇
・
四
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
対
象
世
帯
数
は
約

七
〇
〇
、人
口
が
約
一
九
〇
〇
人
で
す
。

こ
れ
で
、
区
の
住
居
表
示
実
施
率
は
、

全
予
定
面
積
(
二
九
・
〇
七
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
の
う
ち
、
約
六
八
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

第十四次住居表示実施区域図

ミ
ル
ク
を
あ
げ
ま
す

妊
産
婦
と
あ
か
ち
ゃ
ん
に

区
で
は
、
妊
産
婦
と
あ
か
ち
ゃ
ん
に

牛
乳
ま
た
は
粉
ミ
ル
ク
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
ら
れ
る
か
た
は
、

区
民
税
均
等
割
を
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
と
区
民
税
を
納
め
る
こ
と
を
免
除
さ

れ
て
い
る
世
帯
、
そ
し
て
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
で
す
。

受
給
で
き
る
期
間
は
、妊
婦
六
か
月
　

産
婦
三
か
月
、乳
児
九
か
月
の
合
計
一

八
か
月
間
で
す
。牛
乳
は
一
か
月
三
十

本
。
粉
ミ
ル
ク
な
ら
一
か
月
一
〇
〇
〇

グ
ラ
ム
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
母
子
健
康
手
帳
を

も
っ
て
、
所
管
の
出
張
所
へ
ど
う
ぞ
。

く
わ
し
く
は
、
区
民
課
保
健
衛
生
係
(

内
線
三
一
五
～
六
)
へ
。

家 庭の日

記念パレード

さ
る
七

月
二
十
二

日
午
前
十

時
か
ら
四

十
一
年
七

月
に
設
け

た
≪
家
庭

の
日
≫
の
設
置
記
念
パ
レ
ー
ド
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」
は
、
少
な
く
と
も
月

に
一
度
、
親
子

そ
ろ
っ
て

楽
し
く
遊

び
、
語
ら
い
、
互
い
に
理
解
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
非
行
化
を
防

ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
区
少
年
鼓
笛
隊
二
百
人

と
、
岡
崎
区
長
、
吉
田
教
育
長
を
は
じ

め
、
青
少
年
委
員
や
母
の
会
な
ど
、
関

係
者
約
五
百
人
が
参
加
、
北
三
谷
小
学

校
か
ら
東
渕
江
小
学
校
ま
で
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
パ
レ
ー
ド
し
な
が
ら
、
地

城
の
人
た
ち
に
「
家
庭
の
日
」
を
設
け

る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
写
真

を
ご
希
望
の
か
た
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

企
画
室
広
報
(
内
線
七
一
二
)
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

軍
人
恩
給
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

も
と
軍
人
・
軍
属
で
、
外
地
で
の
戦

務
加
算
年
を
加
え
ま
す
と
、
軍
人
恩
給

を
受
け
る
資
格
が
と
れ
る
か
た
は
、
請

求
の
手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。
昭

和
四
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
済
ま

せ
な
い
と
、
恩
給
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
本
人
が
死
亡
し

て
し
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
遺
族

に
「
扶
助
料
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

の
請
求
は
、
こ
と
し
の
九
月
三
十
日
ま

で
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
厚
生
部
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
母
・
保
健
婦
さ
ん

募
集

保
母
ま
た
は
保
健
婦
の
資
格
が
あ
る

四
十
歳
未
満
の
か
た
で
、
区
の
保
育
園

に
勤
務
を
ご
希
望
の
か
た
は
、
区
役
所

厚
生
部
管
理
課
(
内
線
三
五
七
～
九
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

区
民
水
泳
大
会
に

参
加
を

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、
第

二
十
一
回
区
民
水
泳
競
技
大
会
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ

い
。

◇
日
時
=
昭
和
四
十
三
年
八
月
十

八
日
(
日
)
午
前
九
時
競
技
開
始

(雨
天
決
行
)

◇
集
合
時
間
=
午
前
八
時
三
十
分

◇
会
場
=
足
立
区
体
育
館
プ
ー
ル

(中
央
本
町
一
丁
目
一
七
―
二
)

◇
参
加
資
格
=
足
立
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
(
た
だ
し
小
学
校

五
年
生
以
上
の
か
た
)

◇
競
技
種
目
=
一
般
(
男
・
女
)
　

高
校
(
男
)
、
小
・
中
学
(
男
・

女
)
。
自
由
型
・
背
泳
・
平
泳
・

バ
タ
フ
ラ
イ
・
個
人
メ
ド
レ
ー
・

リ
レ
ー
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
(
こ

の
種
目
は
、
男
女
別
や
年
齢
に
よ

っ
て
無
い
も
の
も
あ
り
ま
す
)

◇
申
込
み
締
切
り
=
八
月
十
日
(

土
)
正
午
ま
で
(
郵
送
の
場
合
は

八
月
九
日
付
の
消
印
ま
で
有
効
)

◇
申
込
み
方
法
=
所
定
の
用
紙
に

氏
名

、
種
目
な
ど
を
書
き
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む
。

◇
申
込
み
先
=
区
教
育
委
員
会
事

務
局
社
会
教
育
課
体
育
係
(
内
線

五
八
八
～
九
)

趣
味
の
教
室
へ

ど
う
ぞ

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
よ
う
に
趣
味
と
実
用
を
兼
ね

た
講
習
会
を
催
し
ま
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
　
工
芸
教
室
<
七
宝
焼
き
>

八
月
十
五
日
(
木
)
　

午
前
十

時
～
十
一
時
三
十
分

講
師
　
光
風
会
中
村
俊
介
氏

材
料
費
　
二
百
～
三
百
五
十
円

程
度

◇
　
料
理
教
室

八
月
二
十
一
日
(
水
)
　

午
後

一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

講
師
　
足
立
精
養
軒
料
理
長
　

大
友
登
氏

◇
　
生
花
教
室
<
古
流
>

八
月
二
十
三
日
(
金
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

講
師
　
古
流
　
岩
佐
マ
チ
氏

材
料
費
　
百
五
十
円
程
度

◇
　
絵
画
教
室
<
第
一
期
>

デ
ッ
サ
ン
か
ら
水
彩
画
ま
で

講
師
　
未
定

お
申
し
込
み
は
、
直
接
東
部
区

民
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
係
(
六
〇

五
―
七
一
〇
一
)
へ
。
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
の
で

、
お

早
め
に
ど
う
ぞ
。

プ ロ パ ン ガ ス の

安全な使い方

最
近
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
事

故
が
続
い
て
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

去
る
六
月
に
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

の
爆
発
に
よ
る
死
者
も
で

ま
し

た
。
こ
の
原
因
は
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
正
し
い
使

い
方
に
な
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
。
み
な
さ
ん

の
ご
家
庭
で
も
、
そ
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
な
器
具
を
使
う

◎
プ
ロ
パ
ン
専
用
の
器

具
を
使
う
。

◎
ゴ
ム
管
が
い
た
ん
で

い
る
と
き
は
す
ぐ
取
り

替
え
る
。
プ

ロ
パ
ン

は
、
都
市
ガ
ス
に
比
べ

て
圧
力
が
高
い
の
で
ガ

ス
漏
れ
の
危
険
が
多
い
。

◎
ゴ
ム
管
類
と
の
接
続
部
に
は
、

必
ず
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
を
つ
け
る
。

◎
と
き
ど
き
器
具
の
手
入
れ
、
点

検
を
す
る
。

正
し
い
使
い
方

◎
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
必
ず
風
通
し
の

よ
い
家
の
外
に
置
き
、
直
射
日
光

を

さ
け

、
地

震
の

時

に

も

倒
れ

な

い
よ

う

に
し

て

お
く

。

◎
火

を

つ

け
る

と

き

は

ガ

ス
漏

れ

が

な
い

か

確

か

め
、
マ

ッ
チ

を

つ

け

て

か
ら

コ

ッ
ク

を

あ

け

る

。

◎
使

っ

た

後

は
元

せ

ん

を

確
実

に

し

め
る

。

ガ
ス

が

漏

れ
た

と

き

の
処

置

◎

ガ
ス

く

さ

い

と
き

や

火

が
た

ち

消
え

し

て

い

る

と
き

は

、
す
ぐ

に

元

せ
ん
を
し
め
、
窓
を
あ
け
て
空
気

を
入
れ
替
え
る
。
こ
の
場
合
扇
風

機
は
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
き
、

引
火
す
る
の
で
使
わ
な
い
。
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災害 予防対策 特集 地
震
や
台
風
に
備

え
よ
う

何
よ
り
も
ま
ず
火
の
始
末

こ
と
し
五
月
に
北
海
道
・
青
森
を
襲
っ
た
十
勝
沖
地
震
は
、多
く
の
人
や
建
物
な
ど
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
「震
度
5
」の
地
震
が
、わ
た
く
し
た
ち
の
東
京
を
襲
っ
た
と
し
た
ら
、関
東
大
震
災
(
大
正
十
二
年
)
よ
り

も
大
き
な
被
害
と
混
乱
が
起
こ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
ま
た
、こ
れ
か
ら
は
台
風
の
シ

ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
―
―
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
は
、
非
常
災
害
に
対
す
る

備
え
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
し
ょ
う
か
?
…
…
。
今
月
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る
心
得
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ッ
と
き
て
も

飛
び
だ
す
な

地
震
は
予
告
な
し
に
や
っ
て
き

ま

す
。
さ
る
七
月
一
日
東
京
を
ゆ
す
っ
た

「
震
度
4
」
の
と
き
で
さ
え
、
二
階
か

ら
飛
び
降
り
た
り
、
ガ
ラ
ス
戸
に
突
進

し
て
大
け
が
を
し
た
人
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

人
間
は
、
異
常
な
事
態
に
は
誰
れ
で

も
あ
わ
て
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
、
ふ

だ
ん
か
ら
心
構
え
を
よ
く
し
て
お
け
ば

か
な
り
防
げ
る
は
ず
で
す
。

地
震
は
、
最
初
の
一
分
間
が
危
険
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
大

の
恐
怖
は
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
「
火

災
」
で
す
。
関
東
大
地
震
の
と
き
も
、

多
く
の
犠
牲
の
原
因
は
、
こ
の
火
災
だ

っ
た
の
で
す
。

(
1
)
飛
び
出
す
な
…
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、

ま

ず

が

ん
じ

よ

う
な

家

具

な
ど

に

身

を

寄

せ

る

か

、
机
の

下

に

も

ぐ
る

か

し
て

身

の

安

全
を

守

る

。
木

造

で

は

、
二

階

の

方

が

か
え

っ

て

安

全

。
ゆ
れ

て

る

時

に
外

へ

飛

び
出

す

と

、
屋

根

瓦

が
落

ち

た
り

、
塀

が
倒

れ

た

り
し

て

危
険

。

(
2
)
ふ
と
ん
を
か
ぶ
れ
…
物
か
げ
に
ひ
そ

ん
で

い

る

と
き

も

、
や

む
を

得

ず
外

に

飛

び
出

す

と
き

も

、
ふ

と
ん

や

毛

布
を

頭

に
か

ぶ

る

。
ハ
ダ

シ
で

飛

び

出

す
の

は

ケ

ガ
の

も

と

。

(
3
)
一
分
過
ぎ
た
ら
ま
ず
安
心
…
大
地
震

の

と
き

は

、
普

通

は

げ
し

い

上
下

震

動

か

ら
始

ま

り

、
家

な

ど

を
こ

わ

す
よ

う

な

震
動

は

約
一

分

間

ぐ

ら
い

続

く

。

(
4
)
な
に
よ
り
も
、ま
ず
火
の
し
ま
つ…

地

震

を
感

じ

た
り
、

あ

る
い

は

ゆ
れ

が

治

ま

っ

た
ら
、
な

に

よ

り
も

ま

ず
火

の

し
ま
つ
を
す
る
。
ガ
ス
・
電
気
の
元
は

完
全
に
切
る
。
水
道
管
や
道
路
が
こ
わ

れ
た
ら
、
消
防
車
の
活
動
は
に
ぶ
る
の

で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
火

の
元
は
特
に
注
意
す
る
。

(
5
)
人
命
救
助
に
は
消
火
が
第
一
…
も
し

家
に
火
災
が
発
生
し
た
ら
、
な
に
を
お

い
て
も
消
火
が
先
。
こ
わ
れ
た
家
の
下

敷
に
な
っ
て
い
る
人
を
救
う
に
も
火
事

が
出
て
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

(
6
)
大
荷
物
は
持
つ
な
…
大
き
な
荷
物
は

避
難
す
る
と
き
に
危
険
。
関
東
大
震
災

の
と
き
、
各
所
に
起
こ
っ
た
惨
事
は
、

荷
物
に
火
が
燃
え
移
っ
て
生
じ
た
も
の

が
多

か

っ

た

。

(
7
)
避
難
は
歩
い
て
…
自
動
車
な
ど
に
よ

る

避

難

は
絶

対

だ

め

。
自
動

車

は

道
路

を
ふ

さ

ぎ

、
火

災
の

発

生

原
因

と

も

な

る

。

(
8
)
わ
れ
が
ち
の
行
動
は
混
乱
の
も
と
…

大
地

震

の

と
き

は

、
上
下

水

道
管

が
こ

わ

れ

た
り

、
電
気

・

ガ
ス

が

と

ま

っ
た

り

、
交

通

・

通

信
も

と

だ
え

た

り

す
る

こ

と

が
多

く

、
ま

た

、
デ

マ
や

根
の

な

い

う

わ

さ
が

流
れ

る

こ

と

も

あ
る

。
こ

れ

に

は

、
携

帯
・
ラ

ジ
オ

な

ど
で

気
象

庁

や

災

害
対

策
本

部

か

ら
の

正

し

い

情

報

や

指
示

を

聞

い

た
り

、
ふ

だ

ん
か

ら

周
囲
の
状
況
を
調
べ
て
お
き
、
い
ざ
と

い
う
と
き
あ
わ
て
ず
に
、
落
ち
着
い
た

行
動
が
と
れ
る
よ
う
心
が
け
て
お
く
こ

と
が
た
い
せ
つ
。

地
震
へ
の
備
え

(
1
)
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
救
急
箱

な
ど
を
ま
と
め
て
い
つ
も
一
定
の
場
所

に
お
き
、
家
の
者
全
員
に
わ
か
る
よ
う

に
し
て
お
く
。

(
2
)
飲
み
水
・
消
火
用
水
に
困
ら
ぬ
よ
う

に
心
が
け
る
。

(
3
)
家
具
類
は
し
っ
か
り
と
め
て
お
き
、

発
火
し
や
す
い
も
の
、
危
険
な
も
の
は

す
ぐ
し
ま
つ
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

(
4
)
非
常
時
の
避
難
場
所
や
方
法
は
、日

ご
ろ
か
ら
よ
く
確
か
め
て
お
く
。

※
震
度
と
は
…
…
地
震
の
と
き
、

人
体
が
受
け
る
感
覚
の
程
度
に
よ

っ
て
、
震
動
の
強
さ
を
O
か
ら
7

ま
で
の
等
級
に
分
け
た
も
の
で
す

◎
O
度
(
無
感
地
震
)
　
1

度
(

微
震
)
　
2

度
(
軽
震
)
　
3

度
(

弱
震
)
　
4

度
(
中
震
)
　
5

度
(
強
震
)
　
6

度
(
烈
震
)
　
7

度
(
激
震
)

台
風
に
備
え
て

こ
れ
だ
け
は
心
得
て
お
こ
う

台
風
が
来
る
前
に

◎
　
家
の
ま
わ
り
は
、
キ
チ
ン
と
片
付

け
、
ゴ
ミ
や
木
片
な
ど
流
出
物
と
な
る

よ
う
な
も
の
は
始
末
し
て
お
く
。

◎
　
屋
根
や
雨
戸
や
塀
な
ど
、
風
に
飛

ば
さ
れ
た
り
倒
さ
れ
た
り
し

な
い
よ

う
、
応
急
修
理
を
し
て
お
く
。

◎
　
停
電
し
た
ら
電
気
器
具
(
と
く
に

電
熱
器
)
は
忘
れ
ず
に
コ
ン
セ
ン
ト
か

ら
は
ず
し
て
お
<

。
ま
た
、
電
線
に
異

常
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
東
京
電
力
へ
知
ら

せ
る
。

◎
　
病
院
、
養
老
院
な
ど
、
自
分
一
人

で
は
自
由
に
動
く
こ
と
が
困
難
な
人
を

収
容
し
て
い
る
施
設
で
は
、
ふ
だ
ん
か

ら
避
難
馴
練
を
行
な
い
、
警
察
・
消
防

署
な
ど
と
よ
く
連
絡
を
と
っ
て
お
<
。

◎
　
会
社
、
工
場
な
ど
は
、
そ
の
業
務

内
容
(
危
険
・
爆
発
・
汚
染
・
悪
臭
物

な
ど
)
に
よ
っ
て
は
、
自
分
の
と
こ
ろ

は
も
ち
ろ
ん
、
近
く
の
住
民
に
も
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
を
考
え
、
非
常
災
害
が

発
生
し
そ
う
な
と
き
は
、
安
全
措
置
を

厳
重
に
行
な
う
。

避
難
時
の
用
意
は

◎
　
名
札
(
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
世

帯
主
と
の
関
係
・
血
液
型
な
ど
を
記
入

し
た
も
の
)
を
体
に
つ
け
て
お
く
。

◎
　
食
物
(
に
ぎ
り
め
し
・
パ
ン
・
乾

パ
ン
・
か
ん
詰
な
ど
火
を
つ
か
わ
な
い

で
食
べ
ら
れ
る
も
の
)
二
食
分
、
水
筒

な
ど
に
入
れ
た
飲
み
水
。

◎
　
手
ぬ
ぐ
い
・
チ
リ
紙
・
着
換
用
肌

着
・
懐
中
電
灯
・
ロ
ー
ソ
ク
・
救
急
医

薬
品
な
ど
を
ま
と
め
て
お
く
。

◎
　
貴
重
品
な
ど
は
、ま
と
め
て
安
全

な
場
所
へ
保
管
す
る
か
、
所
持
し
て
い

る
。

◎
　
火
気
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、

避
難
す
る
と
き
は
よ
く
始
末
す
る
。

避

難

す

る

と

き

は

◎
　
用
意
し
て
お
い
た
飲
み
水
や
食
物

・
衣
類
を
も
っ
て
避
難
所
へ
ゆ
く
。

◎
　
服
装
は
必
ず
帽
子
・
頭
布
な
ど
を

か
ぶ
り
、
雨
衣
・
外
と
う
な
ど
を
着
用

す
る
。

◎
　
電
気
は
電
源
を
切
り
、ガ
ス
は
元

せ
ん
を
閉
め
る
。

出
水
し
た
ら

◎
　
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
、下

水
口
の
ふ
た
を
と
っ
た
と
き
は
、
見
張

り
人
を
つ
け
る
か
、赤
い
旗
を
立
て
て

危
険
を
知
ら
せ
る
。

◎
　
家
の
中
に
浸
水
し
た
と
き
は
、
水

道
に
汚
水
が
逆
流
し
な
い
よ
う
ジ
ャ
口

を
閉
め
、
ホ
ー
ス
な
ど
は
汚
れ
な
い
よ

う
取
り
は
ず
し
て
お
く
。

◎
　
浸
水
地
を
や
む
を
得
ず
歩
く
と
き

は
必
ず
履
き
も
の
を
は
く
。
ま
た
下
水

や
溝
に
落
ち
な
い
よ
う
ツ
エ
を
持
つ
。

◎
　
畳
や
家
具
な
ど
は
、
水
に
つ
か
ら

な
い
よ
う
高
い
場
所
へ
あ
げ
て
お
く
。

◎
　
病
人
や
お
と
し
よ
り
、
子
ど
も
、

婦
人
な
ど
は
、
安
全
な
場
所
へ
早
め
に

避
難
さ
せ
る
。

◎
　
役
所
か
ら
の
避
難
命
令
か
出
さ
れ

た
と
き
は
、
非
常
に
危
険
な
事
態
と
な

っ
た
と
き
だ
か
ら
、
自
宅
を
守
っ
て
い

る
人
で
も
避
難
す
る
。

◎
　
危
険
な
場
所
に
と
り
残
さ
れ
、
逃

げ
お
く
れ
た
人
に
は
、
警
察
な
ど
が
救

助
に
向
う
の
で
、
そ
の
指
揮
に
従
う
。

台
風
が
去
っ
た
ら

◎
　
電
線
が
切
れ
て
、
た
れ
さ
が
っ
て

い
た
ら
、
近
寄
ら
な
い
で
東
京
電
力
に

知
ら
せ
る
。

◎
　
「
ふ
ん
尿
」は
け
っ
し
て
個
人
が
勝

手
に
汲
み
捨
て
な
い
。
ま
た
、
汲
み
忘

れ
ら
れ
な
い
よ
う

、
あ
ら
か
じ
め
便
所

の
あ
り
場
所
を
作
業
員
に
連
絡
す
る
。

◎
　
水
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
水
道
の

ジ
ャ
口
や
地
下
水
槽
は
使
用
す
る
前
に

よ
く
消
毒
す
る
。

◎
　
生
水
や
冠
水
し
た
食
品
を
飲
食
し

な
い
。

◎
　
か
ら
だ
は
清
潔
に
し
、
と
く
に
手

洗
い
を
励
行
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の

水
遊
び
は
伝
染
病
に
か
か
る
危
険
が
あ

る
か
ら
、
家
庭
で
よ
く
注
意
す
る
。

◎
　
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
が
出
た
場
合
に

は
、
一
か
所
へ
ま
と
め
、
清
掃
事
務
所

へ
連
絡
す
る
。
そ
の
間
、
不
衛
生
な
も

の
に
は
消
毒
剤
を
ま
い
て
お
く
。

避
難
場
所

非
常
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
避
難

場
所
は
、
原
則
と
し
て
区
立
の
全
小
・

中
学
校
で
す
。
ま
た
、
災
害
の
程
度
に

応
じ
て
、
都
立
の
高
校
や
私

立
の
学

校
、
お
よ
び
、
民
間
の
安
全
な
場
所
(

鉄
骨
鉄
筋
の
ビ
ル
や
空
地
な
ど
)
も
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場

合
は
区
(
災
害
対
策
本
部
)
の
方
で
「

緊
急
避
難
所
　
足
立
区
役
所
」
と
表
示

を
出
し
ま
す
。

万
一
避
難
す
る
と
き
は
、
近
く
の
避

難
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
避

難
命
令
が
出
た
場
合
は
、
広
報
車
ま
た

は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
に
よ
り
お
伝
え

し
ま
す
。

災害発生時の避難場所

注: 黒く塗りつぶしてある部分
は、地震などによる大火災
発生時の避難場所。

避難する ときは秩序を守って… … …

も
し
「震
度
6
」が
襲
っ
た
ら

足
立
区
防
災
計
画
決
る

足
立
区
防
災
計
画

去

る

七
月

十

八
日

足

立
区

防

災

会
議

が
区

役
所

大

会

議
室

で

開

か
れ

、
本
年

度

の

防

災
計

画

が
決

め

ら

れ

ま
し

た

。

こ

れ

は

、
台

風

や
大

雨

、
地

震

あ

る

い

は

大

火
災

な

ど
の

災

害

か

ら

、
区

民

の

生

命

や
財

産

を

守
ろ

う

と

す
る

も
の

で

す

。
こ
れ

に

は

、
区

に

関
係

す
る

国

や
都

の

機
関

、
自

衛
隊

や

そ
の

他

の
公

共
機

関

が
協

力

し
て

こ

と

に

当
り

ま

す

が

、
区

の
災

害

対

策
本

部

は
区

役

所

内

に

設
け

ら

れ
ま

す

。

十
勝
沖
地
震
の
教
訓

区
防
災
会
議
の
あ
と
、
「十
勝
沖
地

震
の
教
訓
と
東
京
都
防
災
計
画
」と
題

し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
東
京
都
防
災
会
議
地
震
部
会
々
長
・

東
大
名
誉
教
授
の
河
角
宏
先
生
で
、
そ

の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

関
東
大
震
災
は
六
十
九
年
に
一
回
や

っ
て
く
る
=

十
勝
沖
地
震
は
、
震
度
5

の
強
震
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
(
地
震

の
規
模
の
大
小
を
表
わ
す
単
位
)
八
・

三
の
大
規
模
な
も
の
で
し
た

。
し

か

し
、
震
源
地
が
一
八
〇
キ
ロ
と
遠
か
っ

た
の
で
、
震
度
の
割
に
は
被
害
が
少
な

く
て
済
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
東
地
震
(

大
正
十
二
年
九
月
一
日
)
を
比
べ
て

み
ま
す
と
、
震
度
6
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
一
で
す
か
ら
十
勝
沖
地
震
は
関

東
地
震
に
近
い
も
の
だ
っ
た
訳
で
す
。

こ
の
震
度
5
程
度
の
地
震
は
、
過
去

の
統
計
に
よ
り
ま
す
と
六
十
九
年
を
一

周
と
し
て
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま

す
。
東
京
都
で
は
、
震
度
6
程
度
の
地

震
災
害
を
対
策
目
標
と
し
て
計
画
を
練

り
、
四
十
四
年
度
か
ら
長
期
計
画
(
十

年
程
度
)
を
実
施
に
移
す
予
定
で
す
。

区
内
の
家
は
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が

こ
わ
れ
る
=

関
東
地
震
の
家
屋
倒
壊

率
で
現
在
の
区
内
の
被
害
状
況
を
計
算

し
て
み
ま
す
と
、
約
一
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
(
約
一
万
戸
)
の
家
が
こ
わ
れ
、
ま

た
、
火
災
は
二
十
一
か
所
か
ら
発
生
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

消
火
力
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
=

こ

の
火
災
が
拡
が
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
っ
て
消
火
で
き
る

割
合
は
、
約
四
十
パ
-
セ
ン
ト
で
、
あ

と
の
残
り
は
、
自
家
消
火
に
頼
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

危
い
石
油
ス
ト
ー
ブ
・
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
=

地
震
に
よ
る
火
災
は
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
が
、
特
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
や

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
火
災
が
多
く
発

生
し
ま
す
。
十
勝
沖
地
震
の
と
き
起
き

た
火
災
二
十
九
件
の
う
ち
十
八
件
ま
で

が
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
の
で

、
こ

れ
は
、
全
体
の
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
も

当
た
る
割
合
で
す
。
ま
た
最
近
は
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
普
及
が
め
だ
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
タ
ン
ク
は
倒
れ
や
す
い
た

め
、
管
の
つ
な
ぎ
め
が
切
れ
て
爆
発
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
し
、
関

東
地
震
が
も
う
一
度
起
き
た
ら
、
そ
の

被
害
は
想
像
以
上
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

車
で
避
難
は
絶
対
禁
物
=

関
東
地

震
の
と
き
は
、
車
の
普
及
は
微
々
た
る

も
の
で
し
た
が
、
現
在
で
は
車
な
し
の

生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

非
常
時
の
避
難
手
段
と
し
て
自
家
用
車

な
ど
車
を
使
う
こ
と
は
、
大
混
乱
を
起

こ
し
ま
す
か
ら
、絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
は
ま
た
、
火
災
を
ま
き
散
ら
す
原

因
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
消
防
車
の

消
火
作
業
な
ど
を
う
ん
と
鈍
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
、
逃
げ
道
を
失

な
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

安
全
距
離
は
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
=

大
火
災
か
ら
身
の
安
全
を
守
る
に
は
、

少
な
く
と
も
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
離

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
人
間
が
耐
え
ら
れ
る
輻
射
熱
(
ふ

く
し
ゃ
ね
つ
)
は
二
〇
五
〇
平
方
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
以
下
(
一
時
間
に
)
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
用
意
と
訓
練
=
自
然

の
災
い
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。そ
の
時
あ
わ
て
ず
に
対
処
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
、非
常
災
害
用
の
持

ち
物
は
ま
と
め
て
お
き
、ま
た
、避
難

場
所
な
ど
を
よ
く
確
か
め
て
お
く
。そ

し
て
、実
際
に
訓
練
し
て
お
く
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

火事と救急は… …

119 番

交通と保安は… …

11O 番

災害関係の電話一覧表
□ 　 災害 対策本部
東 京 都

212- 5111
足 立 区

882- 1111
□ 　 建 設・衛生
第 五建 設事務所

697- 2151
都 民相談室清 掃専用

212- 7000
足 立清掃事務 所

889- 9100
足 立保健所

886- 5141
千 住保 健所

888- 4277
□ 　 水道・電 気・ガス
水 道局足 立営業 所

887- 6161
東京電 力千 住支社

888- 9111
東京 ガス葛飾営業 所

603- 0361
□ 　 警察 ・消防

千住 警察署
881- 1241

酉新 井警察署

886- 1141
綾 瀬警察署

605- 2116
千 住消防署

882- 0119
西 新井消防署

886- 4187
□ 　 電 報・電話 ・郵便
足 立電 話局

888- 9002
梅島電報電話 局

886- 9002
西新井電話局

899- 9002
足立郵便局

881- 2600
足立北郵便 局

884- 1031

□ 　 気象庁
212- 1441

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　足立福祉事務所888- 3141　 東部福祉事務所605- 7101　 中部福祉事務所889- 1481


